
                                          

              

６
月 

日
（
土
）
に
山
梨
県

に
あ
る
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

で
北
関
東
高
校
総
体
陸
上
競
技

の
部
が
行
わ
れ
、
本
校
か
ら
３

名
の
生
徒
が
参
加
し
た
。
そ
し

て
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
た
本
校

の
田
代
寬
治
君
（
３
年
）
が
見

事
優
勝
に
輝
い
た
。 

北
関
東
高
校
総
体
は
北
関
東

の
各
県
の
総
体
を
勝
ち
抜
い
た

生
徒
が
参
加
す
る
大
会
で
、
例

年
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

先
月
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総
体

で
好
成
績
を
残
し
、
こ
の
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
て
い
た
田
代

寛
治
君(

３
年)

、
山
崎
拓
朗
君

（
３
年
）
、
新
井
結
葉
さ
ん(

２

年)

が
北
関
東
で
も
健
闘
を
見

せ
た
。 

田
代
君
は
砲
丸
投
げ
に
出
場

し
、 

㍍ 

㌢
と
い
う
好
成
績

を
叩
き
出
し
た
。
こ
の
記
録
は

他
の
出
場
者
を
寄
せ
付
け
ず
に

見
事
優
勝
に
輝
き
、
７
月 

日

(

金)

に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校

総
体
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
。 

ま
た
山
崎
君
は
ハ
ン
マ
ー
投
げ

に
、
新
井
さ
ん
は
走
り
高
跳
び

「           

            

に
出
場
し
、
強
豪
相
手
に
善
戦

し
た
も
の
の
残
念
な
が
ら
惜
敗

を
喫
し
た
。 

今
回
は
見
事
優
勝
を
収
め
た

田
代
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

っ
た
。
ま
ず
大
会
の
感
想
や
意

識
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
と
「
大
会
中
は
し
っ
か
り
集

中
で
き
、
投
げ
た
瞬
間
に
よ
い

記
録
が
で
た
と
感
じ
ら
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
大
会
で
は
練
習
と
同
様
の
実

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
意
識
し

て
い
ま
し
た
」
と
答
え
て
く
れ

た
。
ま
た
全
国
総
体
へ
の
意
気

込
み
を
聞
く
と
「
北
関
東
で
も

多
く
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ

き
よ
い
結
果
を
出
せ
た
の
で
、

全
国
大
会
で
も
よ
い
記
録
や
結 

    

果
を
残
し
た
い
で
す
」
と
語
っ 

て
く
れ
た
。 

昨
年
の
野
球
部
の
活
躍
か
ら 

引
き
続
き
、
最
近
の
高
経
附
運 

動
部
は
快
進
撃
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
経
附
生
の
活
躍
と

田
代
君
の
全
国
大
会
で
の
好
成

績
を
期
待
し
た
い
。 

田
代
寬
治
君
は
、
７
月 

日

（
金
）
に
和
歌
山
県
に
あ
る
紀

三
井
寺
公
園
の
陸
上
競
技
場
で

全
国
高
校
総
体
に
出
場
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
本
多
） 

   

▼
群
馬
県
高
等
学
校
西
部
地
区

陸
上
競
技
大
会 

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ 

 

優
勝 

山
崎
拓
朗(

３
年) 

男
子
砲
丸
投
げ 

 

優
勝 

田
代
寬
治(

３
年)

 

女
子
走
高
跳 

 

優
勝 

新
井
結
葉(

２
年) 

▼
第 

回
群
馬
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会 

男
子
砲
丸
投
げ 

第
１
位 

田
代
寬
治(

３
年) 

女
子
走
高
跳 

 

第
５
位 

新
井
結
葉(

２
年) 

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ 

 

第
６
位 

山
崎
拓
朗(

３
年) 

▼
平
成 

年
度
北
関
東
高
等
学

校
陸
上
競
技
大
会 

北
関
東
男
子
砲
丸
投
げ 

第
１
位 

田
代
寬
治(

３
年) 

北
関
東
女
子
走
高
跳 

 

第
７
位 

新
井
結
葉(

２
年) 

   

今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ

た
朝
日
中
学
生
高
校
生
プ
レ
写

真
展
の
高
校
部
門
に
本
校
か
ら

５
人
が
応
募
し
、
優
秀
賞
と
し

て
田
島
江
梨
さ
ん(

３
年)

、
長

澤
く
る
み
さ
ん(

２
年)

、
奨
励

賞
と
し
て
伊
藤
玲
奈
さ
ん(

３

年)

が
選
ば
れ
、
６
月 

日
（
土
）

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気 

で
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
参
加
し
た
。
そ
こ

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
田
島
さ

ん
に
感
想
を
伺
う
と
「
自
分
の

作
品
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い

で
す
。
も
う
す
ぐ
引
退
に
な
り 

     

６
月 

日
（
土
）
に
ぐ
ん
ま

武
道
館
で
第
３
次
弓
道
国
体
選

考
会
が
行
わ
れ
、
本
校
の
立
石

萌
華
さ
ん(

２
年)

が
参
加
し
た
。

５
月
に
行
わ
れ
た
第
２
次
で
は

良
い
結
果
を
残
し
た
立
石
さ
ん

だ
っ
た
が
、
今
回
も
引
き
続
き

好
成
績
を
残
し
、
６
月
に
埼
玉

武
道
館
で
行
わ
れ
る
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
の
強
化
選
手
に
指
定

さ
れ
た
。 

そ
こ
で
今
回
、
立
石
さ
ん
に 

      

 

ま
す
が
、
趣
味
の
域
で
こ
れ
か

ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
写
真
を
撮

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

た
。
今
回
受
賞
し
た
作
品
を
含

め
て
、
玄
関
付
近
の
通
路
に
写

真
部
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
是
非
立
ち
止
ま
っ
て

見
て
も
ら
い
た
い
。
（
長
澤
） 

    

  

     

取
材
を
行
っ
た
。
ま
ず
普
段
の

練
習
に
つ
い
て
聞
く
と
「
普
段

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
、
正
し

い
形
で
弓
を
引
く
事
と
当
て
る

射
で
は
な
く
当
た
る
射
を
す
る

事
で
す
」
と
の
こ
と
だ
。
ま
た

大
会
の
結
果
に
つ
い
て
聞
く
と

「
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た

時
は
人
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

次
の
大
会
は
、
夏
中
の
厳
し
い

練
習
の
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に

落
ち
着
い
て
臨
み
た
い
で
す
」

と
語
っ
た
。
今
回
の
結
果
を
自

信
に
変
え
た
立
石
さ
ん
が
、
関

東
で
も
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。（
久
保
） 

        

  

▼
第 

回
高
崎
市
民
美
術
展
覧

会 写
真
部
門 

奨
励
賞 

田
島
江
梨(

３
年) 

      

▼
群
馬
県
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
兼
関
東
高
等
学
校

選
手
権
水
泳
競
技
大
会
予
選 

男
子
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー 

 

第
１
位 

峯
岸
壮
太(

２
年) 

男
子
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー 

 

第
２
位 

峯
岸
壮
太(

２
年) 

男
子
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ 

 

第
３
位 

宮
武
龍
志(

１
年) 

競
泳
男
子
総
合 

第
７
位 

高
経
附 

    

高
経
附
で
隔
年
開
催
さ
れ
て

い
る
文
化
祭
で
あ
る「
経
菱
祭
」

は
、
本
年
度
で
第 

回
を
迎
え

る
歴
史
あ
る
行
事
で
あ
る
。
そ

の
名
称
に
は
高
経
附
の
「
経
」

の
文
字
と
、
水
生
の
一
年
草
で

あ
る
「
菱
」
の
文
字
が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
に
由

来
す
る
の
だ
ろ
う
▼
実
は
こ
れ

は
高
経
附
の
前
身
で
あ
る
高
崎

市
立
高
崎
女
子
高
校(

以
下
高

市
女)

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

当
時
、
高
市
女
が
行
っ
て
い
た

文
化
祭
は
「
菱
華
祭
」
と
い
う

名
称
で
多
く
の
生
徒
か
ら
親
し 

  

▼
第 

回
群
馬
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会 

女
子
個
人
組
手 

第
３
位 

小
泉
綾
音(

３
年)  

関
東
大
会
出
場
！ 

  

▼
第 

回
佐
藤
太
清
美
術
賞
油

絵
（
全
国
高
校
生
・
大
学
生
コ
ン

ク
ー
ル
） 

大
賞 

梅
原
義
幸(

３
年) 

▼
タ
ー
ナ
ー
ア
ワ
ー
ド 

絵
画

（
全
国
高
校
生
・
大
学
コ
ン
ク

ー
ル
） 

未
来
賞 

原
里
実(

３
年) 

▼
第 

回
高
校
生
国
際
美
術
展 

（
全
国
高
校
生
コ
ン
ク
ー
ル
） 

優
秀
賞 

宮
崎
七
望(

２
年) 

秀
作
賞 

松
井
菜
那(

２
年) 

奨
励
賞 

千
木
良
彩
夏(

２

年) 

 

ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
高
崎
市

旗
が
菱
型
で
あ
る
こ
と
に
由
来

し
、
現
在
の
高
経
附
に
あ
る
自

習
棟
で
あ
る
「
菱
華
会
館
」
に

そ
の
名
が
残
っ
て
い
る
。
そ
し

て
高
市
女
が
高
経
附
へ
と
形
を

変
え
る
際
、
文
化
祭
の
名
称
も

変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
決
定
し
た
の
が
、
高
経
附

と
菱
華
祭
の
名
前
を
合
わ
せ
た

「
経
菱
祭
」
で
あ
る
▼
経
菱
祭

と
い
う
名
前
に
は
、
先
述
の
通

り
高
経
附
と
い
う
「
新
し
さ
」

と
、
高
市
女
と
い
う
「
歴
史
」

が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回

は
是
非
、
そ
ん
な
経
菱
祭
の
調

和
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
ほ

し
い
。 

 
 
 

（
千
葉
） 
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５
・
６
月
に
行
わ
れ
た
大
会
で
は
多
く
の
部
活
が
好
成
績
を
残

し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
陸
上
部
、
写
真
部
、
弓
道
部
に
取
材
を
行
っ

た
。
ま
た
、
５
・
６
月
に
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
部
活
動
の
大
会
結
果

を
紹
介
す
る
。
今
回
の
取
材
に
お
い
て
、
諸
事
情
に
よ
り
実
際
に
取

材
で
き
な
か
っ
た
部
活
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。 

写
真
部 

 

美
術 

４
・
５
・
６
月
に
行
わ
れ
た

陸
上
大
会
の
成
績 

 

 

写
真
部 

他
の
成
績 

空
手
道 

 

▲優秀賞 田島さんの作品「咆哮」 

水
泳 

陸
上
部 

田
代
君 

20 
15 

29 

31 

31 

５
・
６
月 

そ
の
他
の 

部
活
動
の
成
績 

27 

13 

80 

50 
27 

50 14 

▲弓を射る立石さん 

全
国
高
校
総
体
出
場
！ 

16 

11 

部
活
動 

経
附
生
の
輝
き 

優
秀
賞
・奨
励
賞 

受
賞 

強
化
選
手
に
選
抜 

弓
道
部 

立
石
さ
ん 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

 

 

▲全国大会に臨む田代君 


